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路
上
は
社
会
観
察
の
勝
手
口

路
上
で
の
買
い
食
い
が
好
き
で
あ
る
。

パ
リ
の
焼
き
栗
、
東
京
・
井
の
頭
公
留

の
焼
き
鳥
、
ロ
ン
ド
ン
の
ハ
ン
バ
ー
グ
ス

テ
ー
キ
、
香
港
の
肉
鰻
、
札
幌
ス
ス
キ
ノ

の
揚
げ
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
プ
ラ
ハ
や
ピ
l
レ

フ
ェ
ル
ト
の
焼
き
ソ
ー
セ
ー
ジ
、
イ
ス
タ

ン
プ
l
ル
の
ム
l
ル
貝
詰
め
炊
き
込
み
ご

飯
、
リ
ス
ボ
ン
の
焼
き
イ
ワ
シ
、
ソ
ウ
ル

の
ポ
ン
テ
ギ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
プ
ニ
ツ

ツ
ェ
ル
。

同
じ
パ
リ
市
内
で
も
、
北
部
ア
ラ
ブ
人

街
な
ら
激
辛
ケ
パ
ブ
、
中
央
ユ
ダ
ヤ
人
街

な
ら
フ
ア
ラ
フ
エ
ル
、
南
部
中
華
街
な
ら

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
見
逃
せ
な

ミ

O
－v
 カ
ル
カ
ッ
タ
の
パ
ザ
i
ル
で
錆
び
た
絞

り
器
か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
汁
を
飲
ん
で
回
っ

た
と
き
は
、
帰
国
後
の
下
痢
で
ラ
ン
プ
ル

鞭
毛
虫
が
発
見
さ
れ
、
伝
染
病
専
門
医
院

の
隔
離
病
棟
に
検
査
入
院
さ
せ
ら
れ
た
の

だ
が
、
ま
だ
懲
り
な
い
。

と
く
に
買
う
つ
も
り
が
な
く
て
も
、
屋

台
に
目
が
留
ま
っ
た
と
き
に
不
意
に
思
い

つ
い
て
買
っ
て
、
そ
の
ま
ま
手
に
抱
え
て

歩
き
続
け
る
と
い
う
気
軽
な
開
放
感
が
良

ト

v
路
上
を
好
き
な
ぼ
く
が
、

1
9
9
2
年

に
パ
リ
留
学
を
始
め
た
と
き
、
ま
ず
買
っ

た
の
は
赤
い
小
型
の
市
街
地
図
と
赤
い
中

古
自
転
車
だ
っ
た
。
地
下
鉄
網
が
機
能
的

に
発
達
し
た
街
で
、
自
転
車
走
行
は
む
し

ろ
危
険
な
く
ら
い
だ
っ
た
が
、
地
下
に
潜

っ
て
街
を
見
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
と

思
っ
た
の
だ
。

大
学
・
図
書
館
・
古
文
書
館
に
通
う
と

き
も
、
行
き
と
帰
り
で
同
じ
街
路
を
通
ら

な
い
よ
う
に
し
て
、
学
生
街
も
商
店
街
も

覚
え
た
。
人
が
行
き
交
う
繁
華
街
で
足
元
に
目
を

落
と
す
と
、
「
華
の
パ
リ
」
の
路
上
で
は

実
は
、
物
乞
い
を
す
る
人
々
が
た
く
さ
ん

い
た
。
高
齢
者
や
ロ
マ
族
（
ジ
プ
シ
ー
）

の
物
乞
い
は
昔
か
ら
い
た
そ
う
だ
が
、
ジ

ー
ン
ズ
を
は
い
た

m
l
泊
代
の
男
女
も
い

る
。
ほ
ほ
同
世
代
で
他
人
事
と
は
思
え
な

iv 
こ
の
時
期
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
長
期
失
業

と
い
う
新
現
象
に
悩
ん
で
い
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
失
業
率
は
日
%
に
も
達
し
て
い
た
。

こ
の
統
計
に
は
、
北
ア
フ
リ
カ
移
民
2
世

に
と
く
に
典
型
的
と
さ
れ
る
、
中
学
校
等

を
卒
業
し
た
ま
ま
一
度
も
職
に
つ
け
な
か

っ
た
若
者
は
、
「
失
業
」
と
は
計
算
さ
れ

て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
問
題
は
数
字
以

上
に
深
刻
だ
。

パ
リ
地
下
鉄
網
の
「
へ
そ
」
に
位
置
す

る
シ
ャ
ト
レ
は
、
東
京
新
宿
・
歌
舞
伎
町

に
も
比
す
べ
き
パ
リ
の
雑
駁
な
商
業
・
文

化
・
交
通
の
中
心
地
で
あ
る
が
、
そ
の
活

発
な
消
費
活
動
の
裏
側
で
、
逓
の
定
め
ら

れ
た
日
に
は
パ
リ
中
か
ら
ホ
i
ム
レ
ス
が

集
ま
る
拠
点
と
も
な
る
こ
と
は
、
パ
リ
ジ

ヤ
ン
に
も
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
。
巨
大

商
業
モ

i
ル
の
東
端
に
あ
る
サ
ン
・
ユ
ー

ス
タ
l
シ
ユ
教
会
で
、
慈
善
ス
l
プ
が
振

る
葬
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

大
阪
の
釜
ヶ
崎
や
東
京
の
山
谷
で
参
加

し
た
寄
せ
場
労
働
者
へ
の
炊
き
出
し
を
思

い
出
し
た
が
、
不
況
下
パ
リ
の
ホ
i
ム
レ

ス
に
は
、
労
働
能
力
の
あ
り
余
る
若
者
で

あ
っ
て
も
労
働
の
機
会
は
な
く
、
そ
の
意

味
で
は
別
の
意
味
で
よ
り
過
酷
で
あ
る
と

も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

「ホ
l
ム
レ
ス
」
と
書
い
た
ダ
ン
ボ
ー
ル

札
を
立
て
て
商
店
街
の
地
べ
た
に
寝
そ
べ

る
彼
ら
を
、
警
察
が
取
り
締
ま
っ
て
追
い

立
て
て
い
く
の
を
度
々
目
に
し
た
。
日
本

の
数
倍
は
犬
が
多
い
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ホ

ー
ム
レ
ス
も
、
シ
ェ
パ
ー
ド
系
の
大
型
雑

種
犬
を
横
に
か
し
ず
か
せ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
そ
の
主
従
の
風
景
は
微
笑
ま
し
く
、

や
や
ホ
ッ
と
し
た
思
い
に
な
っ
た
の
だ

が
、
後
で
そ
れ
は
、
警
察
官
が
署
内
で
の

犬
の
繋
留
を
煩
わ
し
が
っ
て
留
置
所
へ
の

連
行
を
た
め
ら
い
が
ち
に
な
る
と
い
う
、

切
実
な
戦
略
的
意
味
も
含
ん
で
い
る
と
知

っ
た
。
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ス
ト
リ
ー
ト
ペ
ー
パ
ー
と

ホ
i
ム
レ
ス
の
結
合

1
9
9
3年
夏
か
ら
突
然
、
路
上
や
地

下
鉄
で
芦
を
張
り
上
げ
新
聞
を
売
り
始
め

る
人
々
が
現
れ
た
。
円
。
富
。
ロ
ハ
日
開
や
戸
何

百
官
B
の
よ
う
な
権
威
あ
る
新
聞
で
は
な

く
、
ス
ト
リ
ー
ト
ペ
ー
パ
ー
、
ホ
ー
ム
レ

ス
新
聞
と
い
う
べ
き
新
し
い
存
在
だ
。
ホ

ー
ム
レ
ス
の
人
々
が
叩
フ
ラ
ン
（
加
円
）

で
売
り
歩
き
、
そ
の
う
ち

3
フ
ラ
ン
分
を

一
編
集
部
に
発
行
実
費
と
し
て
払
い
、

7
フ

ラ
ン
（
叫
円
）
分
を
自
分
の
収
入
に
す
る
。

こ
の
年
の
パ
リ
は
、
こ
の
ス
ト
リ
ー
ト

ペ
ー
パ
ー
が
百
花
綴
乱
に
創
刊
さ
れ
、
街

路
や
地
下
鉄
網
に
賑
や
か
な
活
気
を
与
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

お
そ
ら
く
パ
リ
で
は
じ
め
て
の
発
刊

は、

1
9
9
3
年
夏
創
刊
の
隔
週
戸
開

岡山

2
2
Z
B
（
街
灯
）
だ
ろ
う
。
少
な
く

と
も

1
9
9
3年
中
は
多
分
も
っ
と
も
販

売
数
が
多
く
、

1
9
9
6年
頃
の
刊
号
ま

で
は
発
行
を
確
認
し
て
い
る
。

ベ
ル
ギ
ー
系
の
月
刊
冨

E
E－
2HM

M
O
ロ
ヨ
即
日
も
、
あ
ち
こ
ち
の
地
下
鉄
・
街
角

で
見
か
け
始
め
た
（
冨
同

E
E
Sは
砕
石
を

ロ
ー
ラ
ー
で
固
め
た
舗
装
路
の
こ
と
）
0

1
9
9
3年
春
ブ
リ
ユ
ツ
セ
ル
で
創
刊
さ

れ
る
と
、
同
じ
秋
に
は
フ
ラ
ン
ス
会
社
を

設
立
し
、
ス
イ
ス
を
含
め
た
仏
語
圏
3
国

で
販
売
さ
れ
た
0
1
9
9
4
1
1
9
9
5

年
か
ら
忌
日

E
E
B
E診
と
改
称
し
た
が
、

2
0
0
0年
現
在
も
街
頭
で
見
か
け
た
。

月
刊
戸
伊

m
g
（
街
路
）
は
、

1
9
9
3

年
同
月
、
イ
ギ
リ
ス
の
J
2
5
盟
問
阿
国
国

5

（
大
論
点
／
大
発
行
）
の
支
援
で
創
刊
さ

れ
た
正
統
派
。
百
フ
ラ
ン
と
高
め
な
値
段

設
定
で
、
新
聞
と
い
う
よ
り
ホ
チ
キ
ス
綴

じ
の
雑
誌
ス
タ
イ
ル
。
突
っ
込
ん
だ
長
文

記
事
を
売
り
に
し
て
、
類
誌
の
中
で
も
っ

と
も
格
調
高
い
。
や
や
硬
す
ぎ
る
の
か
学

生
街
周
辺
以
外
で
は
あ
ま
り
見
か
け
な
か

っ
た
が
、

1
9
9
7年
7
月
の
位
号
ま
で

ふ
i
千
在
位
刃
ひ
0

’t
五
E
一＝ロ
1
9
9
4
年
頃
に
は
、
地
方
月
刊
紙

∞E
E
Fユ
（
ホ
l
ム
レ
ス
）
も
創
刊
さ
れ
、

フ
ラ
ン
ス
南
東
部
ア
ヌ
シ

i
近
郊
に
編
集

部
を
置
き
、

1
9
9
7年
1
月
に
は
泣
号

に
も
達
し
て
い
た
。

隔
週
H
b
E
H唱
包
目
白
（
街
灯
）
は
、
日

付
を
入
れ
て
い
な
い
た
め
不
透
明
な
後
発

新
聞
の
印
象
だ
が
、
号
数
か
ら
逆
算
す
る

と
1
9
9
3
1
1
9
9
4年
頃
創
刊
。

1

9
9
7
年
頃
の
卯
号
に
は
同
人
口

E
2
2円

（
巡
回
者
）
と
改
称
し
、

2
0
0
0
年
現

在
も
粘
り
強
く
発
行
を
続
け
て
い
る
。

図
抜
け
て
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
カ
ラ

ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
紙
、
月
刊
明
白
目
母
印
日
開
口
ぽ

（
時
代
の
渇
望
／
世
紀
末
）
は

1
9
9
3

年
冬
に
創
刊
さ
れ
る
が
、
利
益
を
ピ
ン
は

ね
し
て
い
る
と
い
う
商
業
主
義
批
判
も
あ

っ
て
好
余
曲
折
し
、

1
9
9
6年
2
月
以

降
は
未
確
認
。

1
9
9
5年
頃
に
は
戸
『
岡
田
切
回
回
目
刊
（
袋

小
路
）
が
創
刊
さ
れ
、

1
9
9
6年
2
月

に
は
、
日
本
の
「
ぴ
あ
』
に
似
た
イ
ベ
ン

ト
情
報
誌
ス
タ
イ
ル
の
月
刊

8
2
g
n
－2

5
U
号
F
8
2
（
パ
リ
圏
の
イ
ベ
ン
ト
）

が
創
刊
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
長

続
き
し
な
い
新
聞
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

ス
ト
リ
ー
ト
ペ
ー
パ
ー
を
介
し
た
人
々

と
ホ
l
ム
レ
ス
の
関
係
は
、
も
は
や
慈
善

の
食
物
を
乞
い
U
与
え
る
関
係
で
は
な

ミ

O

iv 
ホ
ー
ム
レ
ス
は
、
働
き
手
と
し
て
新
聞

を
売
り
、
読
者
は
報
酬
と
し
て
代
金
を
支

払
う
。
ホ
ー
ム
レ
ス
に
と
っ
て
は
物
乞
い

で
な
く
自
活
で
あ
り
、
接
す
る
者
に
と
っ

て
は
上
か
ら
の
喜
捨
で
は
な
く
対
等
の
交

換
関
係
で
あ
る
。

釜
ケ
崎
で
の
食
の
炊
き
出
し
経
験
以

来
、
与
え
る
H
与
え
ら
れ
る
関
係
構
造
に

気
ま
ず
い
ひ
っ
か
り
を
感
じ
て
い
た
白
分

に
と
っ
て
、
大
き
な
転
回
点
を
前
に
目
が

見
開
か
れ
る
思
い
が
し
た
。
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園
高
井
哲
彦
氏

1
9
6
6年
生
ま
れ
o
1
9
9
0年
度
慶
応
義
塾

大
学
経
済
学
部
卒
業
。
仏
政
府
給
費
留
学
生
を
経

て、

1
9
9
9年
国
立
パ
リ
社
会
科
学
高
等
研
究

員
博
士
課
程
修
了
。
何
年
よ
り
現
職
。
専
門
分
野

は
西
洋
経
済
史
、
経
営
史
、
社
会
史
。
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